
 

 

 

 

いじめ撲滅三原則「するを許さず」「されるを責めず」「いじめに第三者なし」  

新型コロナウイルスの影響で、今年度は４月６日

に２・３年生と始業式を行なった後、臨時休業とな

ってしまいました。そして１年生が入学式を迎えた

のが６月１日。その後は分散登校となり、本格的な

学校生活が始まったのは、６月の第２週でした。そ

の間に計画されていた校外学習、上級学校訪問、中

間テストは取りやめになり、修学旅行は延期日程で

計画を立て直すことになってしまいました。部活動

では、関東・全国大会など上部につながる公式戦・

コンクールや、発表・公演の機会であった地域行事

が中止となってしまいました。いつもの年なら当た

り前にできていたことが、今年は当たり前にできな

い状況にあります。この先も、いつまでこの状況が

続くのか、予測がつきません。 

≪TOKYO 2020≫とも呼ばれている２０２０

年東京オリンピック。７月２１日に、１５０を超え

る国・地域の人たちが集まり開会式が催される予定

でした。そして東中の終業式の日にあたる３１日に

は１３の競技で２２の決勝種目が行なわれ、メダリ

ストが誕生するはずでした。その中には、陸上競技、

バドミントン、柔道、競泳、卓球など、日本人選手

の活躍が期待される競技種目があり、期待通りの結

果であれば、日本のあちらこちらで盛り上がってい

ることになっていたでしょう。 

今月２０歳の誕生日を迎えたばかりのある女子

選手。４年前のリオデジャネイロオリン

ピックでは高校生ながら入賞し、今回

はメダルを期待されていまし

た。彼女自身、「２０２０ 

東京で金メダルをとる！

必ず有言実行！！」と

絵馬に書いていたほど

です。競泳の池江璃花子選

手です。 

しかし彼女は昨年２月に重い病にかかってしま

いました。長い闘病生活が始まりました。治療はと

ても苦しく痛く、つらいものでした。薬の影響で髪

が抜けてしまいました。それでも継続的な治療によ

って快方に向かい、今年の３月には４０６日ぶりに

プールに入るなど、復活に向けて練習を再開してい

ます。 

その池江さんが２３日、延期

になった東京オリンピックの開

会までちょうど１年となったこ

の日、式場となる国立競技場で

世界の人たちに向けたメッセー

ジを発信しました。 

「今日は、一人のアスリートとして、そして一人

の人間として少しお話しさせてください」と話し始

めたメッセージの中から、２つの言葉について考え

てみたいと思います。 

【スポーツは、人に勇気や絆をくれるものだと思

います】 

アスリートである池江さんは、様々なことに関し

てスポーツを通して考えているので、この言葉にな

ったと思いますが、皆さんにも、≪勇気≫や≪絆≫

につながる≪何か≫があると思います。「スポーツ」

の部分をその言葉に代えて考えてみてください。

「信じること」「努力すること」「頑張ること」「夢を

実現させること」など、人様々だと思います。あな

たの≪何か≫を大切にしてください。 

【逆境から這い上がって行くときには、どうして

も希望の力が必要です。希望が遠くに輝いているか

らこそどんなにつらくても前を向いて頑張れる】 

病気と闘った一人の人間としての言葉だと思い

ます。池江さんの希望は具体的には≪もう一度プー

ルに入ること≫でした。では、皆さんの希望は具体

的には何でしょうか。それをはっきりさせ、いつも

思い続けることで、つらいことや困難を乗り越え、

努力していけるのだと思います。 

池江さんは、「１年後の今日、希望の炎が輝いてい

てほしいと思います」とメッセージを締めくくって

います。 

 

 

（校長 川杉 稔） 
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SD（ソーシャルディスタンス）アロー 

廊下の左側通行を促すためにSDアローを設置しました。 

放課後 

 

放課後は職員がドアノブや鍵、スイッチ 

などの共用するところを中心に消毒を行 

っています。 

登校時 

 

各学年の昇降口にアルコールを 

置き、登校の際にアルコール消 

毒を行っています。 

給食 

 

準備時は班ごとに手を洗っています。 

また、密を避けるために、前を向いて 

静かに食べています。 

授業時 

 

密閉空間になりすぎないように 

換気をしながら授業を行っていま

す。 

休み時間 

 

廊下の中央に線をつけ 

左側通行にしています。 

生徒総会 

感染予防のために、委員会で立案した活動計画案を

中央委員会で承認する形で行いました。 

部活動紹介 

部活動紹介を放送で行いました。各部活の部長から

の説明で紙面だけでは伝わりにくい各々の部活動の

魅力が伝わってきました。 

一斉委員会 

感染拡大防止のために、時間を短縮して行っています。 

また、各委員会でSD（ソーシャルディスタンス）を意識した取り組みや感染防止対策を取り入れた活動を計画・

実行しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス対策のため、タオルやアルコール等が必要になっています。保護者の方々から沢山の寄付をいただき、

消毒に利用させていただいております。ありがとうございます。 

 

１．助成対象者 

    東京都内の国公立の小学校・中学校に在籍する児童・生徒で、交通事故により生計を支える一家の支柱を失われた

方々を助成します。 

 ２．受付期間 

     令和２年６月１日～９月３０日 

 ３．問い合わせ先 

   公益財団法人 出光文化福祉財団  事務局（担当：吉田） 

   〒１５３－００４２ 東京都目黒区青葉台３－４－１５ 

   TEL：０３（５４２８）６２０３  FAX：０３（３４６３）８７５０ 

   E-mail：t.yoshida@sif.or.jp       ホームページ：http://www.sif.or.jp 

第二学年では、上級学校訪問が行えなくなって 

しまった代わりに、上級学校調べを行いました。 

割り振られた高校を一生懸命に調べ、色などを使 

ってきれいにまとめていました。調べた内容は、 

クラスの前に立ち、1人１分半から２分程度を使 

って発表しました。緊張しながらも、顔を上げる、 

大きな声を出すなどを意識し、素敵な発表をする 

ことができました。 

 ○○○○○○○ が昨年度あきる野市中学生の主張大会で発表し入賞した作品が、あきる野市代表として中学生の主張

東京都大会へ推薦されることになりました。 

目的   新型コロナウイルス感染症予防を行う中での、人権意識を高める。 

活動   生徒会が主体となって、全校生徒から人権に関する意見を集めました。 

     集約した「人権に関する意見用紙」の中から、各学年の代表意見を選び、各学年の 

「東中人権宣言 with コロナ」として、生徒会新聞第８号で全校生徒に知らせました。 

mailto:t.yoshida@sif.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜８月＞ 
 
３日（月）夏季休業日始 
     三者面談始 

１０日（月）山の日 祭日 
２４日（月）始業式 
２５日（火）～２８日（金）軽食対応 
３１日（月）給食始 
 
 

＜９月＞ 
 
 ２日（水）一斉委員会１５：４０～ 
 ４日（金）生徒会役員選挙告示 
１０日（木）生徒会役員選挙候補者〆切 
１９日（土）体育大会 
２５日（金）安全の日 
２８日（月）選挙活動始 
３０日（水）生徒会本部役員選挙 
 
 
 

 

 

長期休業中は生活習慣や学習習慣が不規則になりがちであり、事件や事故、トラブル等が増加する時期です。特に、こ

の時期は川や海での事故が多く発生しています。 

①遊泳禁止場所や危険な場所、増水時は遊泳しない。 

②友達同士だけでは行かない。 

（大人の方に同伴してもらう。） 

③出かける前に天気や川、海の情報をチェックする。 

など、生徒たちが夏休みを安全に有意義に過ごせるようにご家庭におかれましてもご指導のほど、よろしくお願い致しま

す。なお、夏休みの生活についての学校からの生徒への指導内容や注意事項など、詳しい内容につきましては、本日生徒

が持ち帰ります「夏休みのしおり」をご確認ください。 

 

悩みがあったら、家族や先生に必ず相談してください。また、以下の相談窓口を利用してください。学校生活から離れ

る夏休みに「自分のしていることは、正しいか正しくないか」を常に考えてみてください。そして、元気いっぱいに２学

期を迎えましょう。 

《相談窓口》 

【24時間子供SOSダイヤル】 

 0120－0－78310（通話料無料） 

【東京都いじめ相談ホットライン（２４時間受付）】 

0120-53-8288（通話料無料） 

【インターネット人権相談窓口（２４時間受付）】 

https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_CH/0101.html 

【子どもの人権110番】 

0120-007-110（通話料無料） 

（平日午前８時３０分から午後５時１５分まで） 

 


